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ＡＳＶ技術について
ASV(Advanced Safety Vehicle〔先進安全自動車〕)

先進技術を利用してドライバーの安全運転を支援するシステムを搭載した自動車のこと。代表例として、
衝突被害軽減ブレーキ(AEBS)や車線逸脱警報装置(LDWS)を装着した自動車が挙げられる。

衝突被害軽減ブレーキ(AEBS)
前方 障害物を検知し 衝突による被害を軽減するため

車線逸脱警報装置(LDWS)
自動車が車線から逸脱しようとしている 又は逸脱して前方の障害物を検知し、衝突による被害を軽減するため

に、運転者への警報及びブレーキの制御を行うシステム。

自動車が車線から逸脱しようとしている、又は逸脱して
いる旨を運転者に警報することにより車線逸脱を防止する
システム。

ASV技術の位置づけ
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ヒト・モノの安全・快適な移動の実現を国家プロジェクトとして
進めるとされるなど、政府としてその普及を推進しているものの、
装着割合は依然として低い。
自動車アセスメントにおいても、平成26年度より衝突被害軽減
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（独）自動車事故対策機構が実施する自動車の安全性能に関する評価であり、

その結果をわかりやすい指標の形で国民に公表することにより、安全性能の高い
自動車 普 安全な車 発意識 向 を も

自動車アセスメントとは？

（出典：国土交通省ASV技術普及状況調査）

ブレーキ〔対車両〕や車線逸脱警報装置の性能評価を開始。

自動車の普及やメーカーによる安全な車の開発意識の向上を図るもの。

ＡＳＶ技術の普及促進を図る⽅策の⼀つとして「ＡＳＶ技術によるリスク軽減効果の⾃動
⾞保険への反映」を検討する際の前提となる環境整備上の課題等を整理する必要がある。１
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保険商品の成り立ちについて

内 容販売までの流れ

商品設計 保険会社は、保険成績に関する
データや、その他の外部データなど
に基づき 保険商品を設計（保険その他の

各種データ

保険成績に関するデータ

保

に基づき、保険商品を設計（保険
料率（※）を算出）し、金融庁に認可
申請を行う。
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（※）「保険料率」…保険金額に対する保険料の割合

保
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保険会社における保険料率の算出にあたっては、
損害保険料率算出機構が算出した
参考純率（別途金融庁による審査あり）が利用
される場合もある。

抽出・分析

必要に応じて…

される場合もある。

損害保険料率算出機構とは？
損害保険料率算出団体に関する法律に基づき、保険会社から
収集した保険成績等を用いて参考純率の算出等を行う機関。

認可申請

金融庁は 保険業法に定める審査基準（保険料率の三原則〔①合理的であるこ

保険商品を設計（保険料率を算出）
損害保険料率算出機構が算出
した参考純率を利用

必要に応じて
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審査

金融庁は、保険業法に定める審査基準（保険料率の三原則〔①合理的であるこ

と、②妥当であること、③不当に差別的でないこと〕等）に基づき、申請内容に
問題がないか（基礎データの正確性、保険数理への適合性、契約者間の公平性等）を
審査する。
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保険会社・代理店は、保険料率の適用要件を確認した上で保険商品の販売
を行う。

販売
２
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商品設計に関連する環境整備上の課題等

○ＡＳＶ技術によるリスク軽減効果を自動車保険へ反映させるためには、反映の
候補となる「ＡＳＶ装置」を整理するとともに、「ＡＳＶ装置」の装着により
リスク軽減効果が認められる範囲・程度を確認する必要がある。

「⾞両毎のＡＳＶ装置の装着有無に関するデータ」と「⾃動⾞保険の保険成績に関する
データ」をマッチングする⽅策を講じる必要がある。

自動車アセスメントにおけるＡＳＶ性能評価の活用可能性についても検討。

自動車アセスメントの活用

○保険会社・代理店において 販売等にあたって対象車両のＡＳＶ装置装着の状況

商品販売に関連する環境整備上の課題等

○保険会社 代理店において、販売等にあたって対象車両のＡＳＶ装置装着の状況
を正確に判別する必要がある。

保険会社・代理店が、保険契約⼿続時点で「⾞両毎のＡＳＶ装置の装着有無」等を判別
することができる仕組みを構築する必要がある。
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